
第７学年４組 外国語（英語）科学習指導案 

 

日  時   令和８年２月３日（火） 11:00～11:50 

場  所   山陰教員研修センターちどりホール 

授業者   坂 田  直 子 

A L T    Dahlia Bulac                                           

 

1 単元名  Discover Japan （NEW CROWN English Series 1 Lesson 8）  

           ～Let’s apply for “My Best Memory Contest”～ 

 

２ 単元の目標 

  自分の経験したことについて、話したことをもとに事実や自分の感想を整理し、読み手によく伝わるように簡単な語

句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができる。 

 

３ 関連する学習指導要領における領域別目標 

    ※「話すこと［やり取り］」については、目標に向けて指導はするが、記録に残す評価は行わない。 

 

4 単元の評価規準 

    ※「話すこと［やり取り］」については、目標に向けて指導はするが、記録に残す評価は行わない。 

    

 

話すこと 

［やり取り］ 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用

いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることができるようにする。 

書くこと 
イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用

いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］ 

〔知識〕be動詞の過去形の特徴や

きまりを理解している。 

〔技能〕自分が経験したことや感

想等について、過去を表す表現な

どの簡単な語句や文を用いて伝え

合う技能を身に付けている。 

自分が経験したことや感想な

どについて、相手に伝わるよう

に、事実や感想などを整理し、

簡単な語句や文を用いて、伝

え合っている。 

 

自分が経験したことや感想な

どについて、相手に伝わるよう

に、事実や感想などを整理し、

簡単な語句や文を用いて、伝

え合おうとしている。 

 

書
く
こ
と 

〔知識〕be動詞の過去形の特徴や

きまりを理解している。 

〔技能〕自分が経験したことや感

想等について、過去を表す表現な

どの簡単な語句や文を用いて書く

技能を身に付けている。 

自分が経験したことや感想な

どについて、読み手に伝わる

ように、事実や感想などを整

理し、簡単な語句や文を用い

てまとまりのある文章を書いて

いる。 

自分が経験したことや感想な

どについて、読み手に伝わる

ように、事実や感想などを整

理し、簡単な語句や文を用い

てまとまりのある文章を書こう

としている。 



５ 学習の基盤 

(1) 題材について 

言

語

面 

時制の中でも過去形は、会話においても書き言葉においても、現在形に次いで頻繁に使用され、私た

ちの生活に欠かすことのできないものである。一般動詞、be 動詞ともに過去形（過去進行形を含む）を

習得することは、経験したことを伝える、感想を述べる、状況や結果を報告する等、表現の幅を大きく広げ

ることとなる。また、英語では時制及び相などが動詞の形や助動詞等によって明確に示されるが、日本語

では文脈に依存し、普段あまり意識されない傾向がある。生徒が現在形につづいて過去形を学ぶことは、

今後さまざまな時制や相を理解、活用するための第一歩となる。 

内

容

面 

教科書の登場人物たちが行っている活動（旅行先で経験したことや感想を伝えあったり絵日記に記述

したりする）は、生徒にとっても身近な体験である。年度の終わりが近づき、この１年を振り返って経験した

ことを表現することは、７年生にとって興味のあることと考えられる。 

 

(2) 生徒について 

本校７年生には、前期課程からの内部進学生と後期課程へ入学する外部生が在籍する。４月に実施したアンケ

ートでは、両グループの英語学習に対する経験や意欲に差異があったが、夏休み前の再調査では差は解消され

ていた。一つの要因として、本校とつながりのあるアメリカ・シアトルからの中学生が７月初めに来校し交流した体

験が挙げられる。交流後には「来年はもっと英語で会話がしたい」など、英語学習への意欲が高まった感想が多く

見られた。多くの生徒が授業外で英語に触れる機会は少ないが、このように相手意識のあるオーセンティックな単

元ゴールが設定されれば、学習への意欲が高まる学習集団であると考える。 

しかし、書くことについては、困難さを感じる生徒が最も多い領域である。特に、まとまった文章を書く活動では、

「書く内容が思いつかない、決められない」といった内容面のつまずきと「書きたいことはあるけれど、どう英語にし

たらよいか分からない」といった言語面のつまずきが見られる。 

また、書くことのみならず様々な学習場面において、多様な学び方や学び方に関わる特性をもつ生徒たちが学

年、学級の中で共に学んでいる。英語の歌を歌う場面では、歌詞カードを読みながら歌う、電子黒板の文字を目

で追う、聞こえてきたように真似る等の姿が見られる。また、定期的に行っている単語テストに向けてスペルを覚え

ようとしている場面では、ノートにひたすら書く、目を閉じて人差し指で空中に書く、単語リストをながめる、友だちに

問題を出してもらう、つぶやきながら書く、語呂合わせを考える等の姿が見られる。そのため、どの生徒も単元ゴー

ルに到達できるよう、それぞれに合った学びの選択肢（オプション）が必要であり、有効であると考えられる。 

なお、本単元で扱う過去形について、これまでの学習は〔参考１〕の通りである。 

 

(3) 学びや指導について 

本学校園の研究主題「新しい自分を創る～自立した学び手が育つ探究的な学び～」を受け、英語科では「自

分に合った学び方を選択し、もっている力を駆使して英語でコミュニケーションを図る子どもの育成」を目指してい

る。そのため、７年生の授業づくりにおいて年間を通して大切にしていることは、下表左欄の項目、また、それらに関

連した本単元・本時の取組や指導は右欄の通りである。 

 

 

 

 

 



 

 授業づくりの方針 本単元・本時での取組・指導 

単

元

ゴ
ー
ル 

〇オーセンティックで、相手意識、目的意

識を明確にした単元ゴールを設定す

る。 

 

※他の Lesson の単元ゴールは 

〔参考２〕参照 

 

 

〇「島根大学の先生方や本校の ALT が審査される英語

の作文コンテスト “My Best Memory Contest”に応

募する」と設定することで、生徒が独創的な内容に工夫

することに加え、これまで以上に言語の特徴やきまりを

意識することが期待できる。 

“My Best Memory Contest”=今年度１番の思い出 

（学校行事、部活動、家族との思い出等）についての作文

コンテスト 

〇単元ゴールやコミュニケーションを行う

目的や場面、状況等を生徒と共有す

る。 

〇単元ゴール（まとまりのある文章を書く）に向かうための

現在地を常に意識させ、話すこと（やり取り）と関連づ

けながらスパイラルに言語活動をくり返す。 

授
業
の
進
め
方 

〇”Respect”と”Open mind”を合言葉

に、支持的な雰囲気の中で言語活動を

中心とする授業を展開する。 

〇教師と生徒（全体）とのやり取りで授業

を進める。 

〇４技能をバランスよく育成させること、思

考力・判断力・表現力を伸ばすことを意

識し、領域統合的な活動を設定する。 

〇いずれの活動においても、生徒の発言のよさを全体で

共有する。特に書く活動においては、正確さは英語使用

を繰り返す中で徐々に高まっていくことを踏まえ、「活動

→指導→活動」のサイクルを繰り返す。 

〇書く活動の前に話す活動を十分行う。教師は自分のこ

とを話してから生徒に発話を求める。 

 

 

多
様
な
学
び
を
支
え
る 

〇自分に合った学習形態や教材等を選択

できるよう学びの選択肢（オプション）

を準備する。 

〇個別の学びと協働的な学びを生徒が

選択できたり、教師が両方の場面を設

定したりする。 

〇ICT の活用を推進する。 

〇クラウドアプリケーション Terra Talk の

活用 

 

 

※詳細は〔参考３〕参照 

 

 

 

〇作文コンテストに応募する文章を書くためにはどの方法

がよいか、生徒自身が考え、選択できるようオプション

を準備する。 

〇既習事項はタブレット端末でいつでも確認できるよう

Classroom を活用する。 

〇自分に合ったスピード、合った内容で実践的な英語学

習ができるよう AI を活用する。ペアでやり取りをする前

に AI との対話場面を設定することにより、内容を深め

たり英語表現をブラッシュアップしたりしたのち、自信を

もって友だちとの Face to Face のやり取りを楽しませ

たい。 

〇自分が話したり書いたりしたことについて、新しい視点

をもつことや考えを再構築することをねらい、AI や友だ

ちと対話をくり返したり意見交換したりする活動を設定

する。 

〇AI や友だちに繰り返し質問される事項は、多くの人が

知りたい内容と捉えて作文の内容を考えようとする視

点を与える。 



６ 単元の指導計画と評価計画（全８時間） 

時 ねらい（■）、主な言語活動等（丸数字） 知 思 態 備 考 

１ 

■単元の目標を理解し、見通しをもつ。 

■過去の経験や感想を伝えるための表現を想起し、話したり書いたりする。 

①教師とのやり取りを通して、単元の目標を知り、見通しをもつ。 

②教師とのやり取りを通して、過去の出来事や感想を伝えるための表現を想起

する。 

③” How was your winter vacation?” についてやり取りをする。 

（AI と→ペアで） 

④冬休みの出来事や思い出を３文程度で書く。 

   

単元を通して

単元のゴール

を提示し、見

通しをもたせ

る。 

２ 

■過去の経験や感想を伝える文章を読み、印象に残ったことや感想を伝え合う。 

①ALT、登場人物の旅行の思い出を聞く。 

②登場人物の旅行について、ブログを読んで要点を捉える。 

③②について印象に残った箇所や感想を伝え合う。 

④was/were について特徴やきまりを知る。 

   

 

３ 

■過去のある時点の状況を説明する文章を読んで、内容を理解するとともに、そ

れらを用いて話したり書いたりする。 

①登場人物のやり取りを聞く。 

②登場人物の対話文を読む。 

③過去進行形について特徴やきまりを知る。 

④過去のある時点の状況を伝え合い、その内容を書く。 

   

 

４ 

■主語＋look＋補語の文構造を用いて、相手の表情から読み取れることについ

てやり取りする。 

■第１時に自分が書いた文章を加筆、修正する。 

①登場人物のやり取りを聞く。 

②登場人物の対話文を読む。 

③主語＋look＋補語の文構造について、特徴やきまりを知り、友だちの表情から

読み取れることについてやり取りをする。 

④これまでの学びを受けて、第１時に自分が書いた文章を加筆、修正する。 

  

  

５ 

■過去の経験や感想を伝える文章を読み、内容の概要を捉える。 

■過去の経験や感想を話したり書いたりする。 

①登場人物の日記を読み、内容の概要を捉えるとともに、過去の経験を伝える

表現を確認する。 

②週末や昨日したことや感想をペアでやり取りする。 

③週末や昨日したことや感想を書く。 

   

 

６ 

本

時 

■過去の経験や感想についてやり取りをしたことをもとに、コンテストに応募する

文章を書くために考えを整理する。 

①”My Best Memory” についてやり取りをする。（AI と→ペアで） 

②”今年度の My Best Memory” について書く。（メモ→書く） 

※書くことは主に次時に行う。 

   

 

記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
確
実
に
見
届
け
て
指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
行
う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な
ら

な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
。
（
第
７
時
ま
で
） 



７ 
■過去の経験や感想について、コンテストに応募する文章を書く。 

①”今年度の My Best Memory” について書く。（メモ→書く） 
   

８ 

■過去の経験や感想について書いた文章について意見交換をし、修正する。 

①書き上げた文章を友だちと読み合い、意見交換をする。 

②友だちや教師、ALT からの意見やアドバイスをもとに、文章を加筆、修正する。 

③本単元の取組についてふり返りを記入し、英作文とともに提出する。 

 〇 〇 

※１参照 

後

日 

パフォーマンステスト（期末テスト） 
〇 〇 〇 

※２参照 

※１  提出された成果物については、教師の指導等が含まれているため単元を通して行った指導過程を勘案して評

価を記録に残すが、後日実施するパフォーマンステストとの比率に配慮する。主体的に学習に取り組む態度

については、この時間だけでなく、単元全体における言語活動への取組状況を加味する。 

  ※2  第８時後に提出された成果物の暗記にならないよう、全員にとって初見の場面、状況を設定して行う。 

 

７ 本時の学習（6/8 時間） 

（１）目標   ”今年度の My Best Memory”についてやり取りをしたことをもとに、コンテストに応募する文章を書

くために事実や気持ちを整理することができる。（思考力・判断力・表現力等） 

（２）展開 

学習場面と生徒の取組 
学びの多様性 

（予想される困難さ・つまずき） 
教師の支援・評価 

〇Greetings 

〇Singing 

 

〇本時のゴールと流れを知る。 

 

 

 

・音声が聴き取れない/どこを歌

っているか分からない/発音が

分からない 

 

〇授業者によるデモンストレーションを聞

く。 

〇話す活動 

 ① With a friend 

    話す内容を隣の友だちと確認する。 

 ② AI chat  （AI と話す） 

    ・”My Best Memory”について、

個々に AI と対話をする。 

    ・必要に応じてメモをとる。 

 ③ Pair Talk（複数の友だちと話す） 

    ・AI に尋ねられたことを参考に、情報

を加えたり正確さを増したりしなが

ら、対話を繰り返す。 

・内容が聴き取れない/語彙が難

しい 

 

・話す内容が決められない/何と

言えばいいか分からない/どん

な語順（形）になるか忘れた 

・AI の言っていることが分からな

い/会話が続かない/何と言え

ばいいか分からない 

・何と答えれば（質問すれば）い

いか分からない/相手の英語が

分からない/会話が続かない/

どんな反応をしたらよいか分か

らない 

・スライドや日本語を適切に使用し、

理解を補助する。 

 

 

 

 

・友だちが使った表現や教科書の本

文を参考にできることを、実際の発

話等を取り上げながら伝える。 

”今年度の My Best Memory”について話したことをもとに、作文を書くためのアイディアを整理しよう 

〈オプション〉 

ヒントカード、動詞リスト、タブレット 

〈オプション〉 

電子黒板、歌詞カード 



〇書く活動 

  ① 書きたい内容をメモする。 

     ・事実や気持ちなどを書き出して整

理する。 

  ② （①ができたら）原稿を書く。 

     ・読み手が興味をもって読めるよう、

文と文の順序や相互の関連を意

識しながら、まとまりよく書く。 

     ・よりよく読み手に伝わるよう、ふさ

わしい表現を工夫して書き表す。

（完成は次時） 

 

・内容が思いつかない/どんな順

序で書いたらよいか分からな 

 

・単語（語順・過去形）が分から

ない/友だちと一緒に考えたい/

先生に聞きたい/早く（もっと）

書きたい/タブレットに入力した

い 

・それぞれのペースで学習が進めら

れるよう、初めに手順やオプションを

紹介する。 

〇ふりかえり 

  「活用したオプション」「言いかかったけ

れど言えなかった、書きたかったけれど

書けなかった表現」を記録する。 

 

 

 

 

 

・ヒントを書き込む。 

・次時以降の指導に生かす。 

 

  （3）評価（見届けの視点） 

   ※記録に残す評価は行わないが、ねらいに即して生徒の活動の状況を次のように見取り、指導に生かす。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

自分の経験やその感想について、

話したことをもとに、読み手によく伝

わるように事実や気持ちなどを整

理している。 

自分の経験やその感想について、

話したことをもとに、事実や気持ち

などを整理している。 

〇〔内容面〕教師や ALT が、AI や友

だちとのやり取りを想起させながら

書きたい内容を深めさせる。 

〇〔言語面〕ヒントカードや動詞リスト、

辞書等のオプションを活用すること

を確認したり、文構造について再度

説明したりする。 

〈オプション〉 

〇メモ、writing sheet、タブレット 

〇辞書、ヒントカード、動詞リスト 

〇一人で、友だちと、教師や ALT

と 

≪見届けの視点≫ 

今年度の Best Memory につい

てやり取りをしたことをもとに、文

章を書くために事実や気持ちを

整理している。（メモ、writing 

sheet、ドキュメント） 

 

（メモ、writing sheet、ドキュメン

ト） 



〔参考１〕 

〇Lesson 7 の後、「週末にしたこと」「中間テストの感想」「テスト後にしたこと」をトピックに Small Talk を行った。 

 

〔参考２〕令和７年度７年生の単元ゴール 

Lesson 単元ゴール 主な領域 

1 お互いのことを知ろう 話すこと（や） 

2 シアトルの生徒に伝えよう（About Me and My Hero） 話すこと（発） 

3 シアトルの生徒に伝えよう（附属のもの、日本のもの） 書くこと 

4 夏休みについて伝え合おう 話すこと（や） 

5 ダリア先生に先生たちのことを教えよう 書くこと 

6 外国の学校生活について知ろう 書くこと 

７ アスリートの記事を読もう 読むこと 

特別 自分の好きなテーマでプレゼンしよう(*FEPC) 話すこと（発） 

7 Let’s Apply for “My Best Memory Contest” 書くこと 

8 What will you enjoy in 8th grade? 話すこと（や） 

※FEPC = Fuzoku English Presentation Contest（学級、学年、全校で実施） 

※「聞くこと」は年間を通して継続的に指導する。 

 

 〔参考３〕学びの選択肢（オプション） ※朱書きは本時でも活用する可能性があります。 

場 面 学習活動の例 オプション 

英語を聞く ・ALT や教師の話を聞く 

・教科書本文の内容を聞く 

・教科書のリスニング問題を聞く 

・友だちや教師と確認する 

・スクリプトを見る 

・デジタル教科書でスピードや回数を選ぶ 

英語を話す ・スモールトーク、ペアトークをする 

・発表、プレゼンテーションをする 

・事前に自分で練習する/ＡＩと練習する 

・事前に動画を撮る/友だちと練習する 

英文を読む ・教科書の本文やリーディング教材を読 

 む 

・辞書を使う/単語リストを使う 

・一人で／友だちと／教師や ALT と 

時 期 単元名 教科書で扱う語や表現 

小学校（外国語科） 夏休みの思い出 I went to / saw / ate / enjoyed …. 

It was ….  ※主に聞く、話す活動 

※過去形を文から取り出して指導することはしない。 

７年 Lesson 4 昨年の夏休みの思い出 動詞は同上 

※扱いは軽いが読む、書く活動もあり。 

※過去形に焦点をあてた指導も実施。 

７年 Lesson ７ Athletes with Spirit 規則動詞…played, started, practiced 等 

不規則動詞…had, got, became, gave 等 

※肯定文、否定文、疑問文等の文構造も学習 



英文を書く ・発表原稿を作る 

・英作文する 

・ワークシートに書く（A4、A3、４線あり、色あり） 

・タブレットに入力する 

・一人で／友だちと／教師や ALT と 

分からないこ

とを調べる 

・話す内容を考える 

・書く内容を考える 

・単語を調べる 

 

・教科書やこれまでのワークシートを参考にする 

・タブレットで調べる 

・辞書で調べる 

・単語リストや動詞リストで調べる 

・一人で／友だちと／教師や ALT と 

考えを深める ・話す内容、書く内容を考える 

・思考を巡らせたり構想を練ったりする 

・メモに書く（紙、フリー・Q＆A） 

・一人で／友だちと／教師や ALT と 

・書いたものを改善する（考えを深めた

りブラッシュアップしたりするための方

法） 

・友だちや教師、ALT からアドバイスをもらう。 

・全体共有された内容から自分の書いたものを

見直し、自分で考える。 

・AI との会話を参考にする 

語彙や文法の

習得 

・単語練習（授業での発音練習時） ・一人で／友だちと 

・リスト順に／ランダムに 

・リストの語句の全てを／一部を 

・耳で聞いて/目で見て 

・単語練習（スペルの練習時） ・ノートにひたすら書く 

・目を閉じて人差し指で空中に書く 

・単語リストをながめる 

・友だちに問題を出してもらう 

・つぶやきながら書く 

・語呂合わせを考える 

・単語テスト（単語を１回ずつ書いた後”

My Space”に） 

・英文を書く 

・単語を何度も書く 

・文法を理解し、身につける 

・ワークやプリントをする 

(宿題・家庭学習の場合もある) 

・するページや問題、プリントを選ぶ 

・タブレット（Classroom）を見る 

・語順アプリ/AI/ヒントカードを使う 

英語の音や発

音の習得 

・英語の歌を歌う ・歌詞カードを読みながら 

・電子黒板を見ながら 

・何も見ずに聞きながら 

・体を動かしながら 

・音読練習 ・デジタル教科書を使って 

・生成 AI を使って 

・一人で／友だちと／教師や ALT と 

 


